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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成21年9月3日(2009.9.3)

【公表番号】特表2009-502800(P2009-502800A)
【公表日】平成21年1月29日(2009.1.29)
【年通号数】公開・登録公報2009-004
【出願番号】特願2008-522947(P2008-522947)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｋ  38/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/48     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  47/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  37/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  35/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ   1/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  19/02     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  29/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  17/06     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  25/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  38/21     (2006.01)
   Ｃ１２Ｎ  15/09     (2006.01)
   Ｃ０７Ｋ  14/54     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｋ  37/02    ＺＮＡ　
   Ａ６１Ｋ  47/48    　　　　
   Ａ６１Ｋ  47/34    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/00    　　　　
   Ａ６１Ｐ  37/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  35/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ   1/04    　　　　
   Ａ６１Ｐ  19/02    　　　　
   Ａ６１Ｐ  29/00    １０１　
   Ａ６１Ｐ  17/06    　　　　
   Ａ６１Ｐ  25/00    　　　　
   Ａ６１Ｋ  37/66    　　　Ｇ
   Ｃ１２Ｎ  15/00    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｋ  14/54    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成21年7月14日(2009.7.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　SEQ ID NO: 174のポリヌクレオチドによりコードされるSEQ ID NO: 175のポリペプチド
を含む、腎細胞癌、胸腺腫または多発性硬化症の処置のための薬学的組成物。
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【請求項２】
　コードされるポリペプチドがポリエチレングリコールに結合している、請求項1記載の
薬学的組成物。
【請求項３】
　ポリエチレングリコールがメトキシ-ポリエチレングリコールプロピオンアルデヒドで
ある、請求項2記載の薬学的組成物。
【請求項４】
　ポリエチレングリコールが約20kDまたは約30kDの分子量を有する、請求項2記載の薬学
的組成物。
【請求項５】
　ポリエチレングリコールがポリペプチドのN末端に結合している、請求項2記載の薬学的
組成物。
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